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1．伊方地域の概要
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原子力災害対策重点区域周辺の人口分布（一般住民）

 PAZ圏内人口は5,496人、UPZ圏内人口は118,342人、原子力災害対策重点区域内の人口は合計
で123,838人。

関係市町名

PAZ圏内 UPZ圏内

合 計
（概ね5km圏内）

（概ね5～30km圏内）

予防避難ｴﾘｱ

（PAZ圏以西の佐田岬半島地域）

愛媛県

伊方町 5,496人 2,438世帯 4,906人 2,401世帯 4,906人 2,401世帯 10,402人 4,839世帯

八幡浜市 36,386人 16,706世帯 36,386人 16,706世帯

大洲市 42,518人 18,690世帯 42,518人 18,690世帯

西予市 29,225人 13,300世帯 29,225人 13,300世帯

宇和島市 4,362人 1,587世帯 4,362人 1,587世帯

伊予市 790人 316世帯 790人 316世帯

内子町 121人 48世帯 121人 48世帯

小 計 5,496人 2,438世帯 118,308人 53,048世帯 4,906人 2,401世帯 123,804人 55,486世帯

山口県 上関町 34人 24世帯 34人 24世帯

小 計 34人 24世帯 34人 24世帯

合 計 5,496人 2,438世帯 118,342人 53,072世帯 4,906人 2,401世帯 123,838人 55,510世帯

5※人口：平成27年4月1日現在
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昼間流入人口（就労者等）の状況

 平成22年国勢調査によると、伊方町全体での他市町からの昼間流入人口は、約1,600名／日。
 また、平成24年経済ｾﾝｻｽによると､四国電力関連企業及び物流関連企業を中心に522事業所、

約3, 800人がPAZ圏内（5km）及び予防避難ｴﾘｱにて就労。
 就労者の多くは､自家用車又は民間企業が所有するﾊﾞｽを通勤手段としている。

県内他市町からの
流入人口

県内他市町への
流出人口

差引増△減

伊方町 １，５５９人 ９０１人 ６５８人

PAZ圏内及び
予防避難ｴﾘｱ対象地域

事業所数 従業員数

伊方地域 ２６４ ２，７２０人

瀬戸地域 ９１ ４９０人

三崎地域 １６７ ６２７人

合 計 ５２２ ３，８３７人

6

※平成22年度国勢調査従業地・通学地集計 従業地・通学地による人口・産業等集計（総務省統計局）

※平成24年度経済ｾﾝｻｽ－活動調査 町丁・大字別集計（総務省統計局）
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2．緊急事態における対応体制
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